
最
古
に
し
て
最
先
端
。

ア
ー
ト
に
の
ぼ
せ
ろ
。

　

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場（
東
温
市
）の

第
９
作（
２
０
１
４
年
度
）公
演

が「
道
後
温
泉
」「
伊
佐
庭
如
矢
」

を
題
材
と
し
た
作
品
に
決
ま
り

10
月
16
日
、市
役
所
で
記
者
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
後
温
泉
本
館
改
築
１
２
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
道
後
温
泉
事
務
所
内
）
☎
921
６
４
６
４
・
5
934
３
４
１
５
へ

「道後オンセナート2014」
キックオフ・シンポジウム開催

道後温泉本館改築120周年記念事業 石
本 

藤
雄

「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」

ホ
テ
ル
　
　
　 

ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
広
大
な
草
原

を
テ
ー
マ
に
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の

一
室
を
、
焼
物
の
作
品
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
布
を
使
っ
て
作
品
化
す

る
。
展
覧
会
の
よ
う
に
作
品
を
入

れ
て
見
せ
る
空
間
で
は
な
く
、
自

身
の
部
屋
に
通

じ
る
よ
う
な
居

心
地
の
よ
い
空

間
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

栗
栖 

良
依

「
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

in 

道
後
」

　

商
店
街
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
表
情

を
持
つ
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
開
発
す
る
。
そ
れ
を

基
に
し
た
お
土
産
を
作
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ

ー
ン
で
活
用
で

き
る
よ
う
仕
上

げ
て
い
き
た
い
。

月
岡 

彩

「
地
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

架
空
の
旅
行
代
理
店
「
ツ
ッ
キ

ー
ツ
ア
ー
ズ
」
を
構
想
中
。
地
元

出
身
と
い
う
目
線
で
、知
ら
れ
ざ

る
道
後
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
、
観

光
客
だ
け
で
な
く
地
元
の
人
も
参

加
で
き
て
、
新
た
な
道
後
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ

と
の
で
き
る
ツ

ア
ー
を
企
画
す

る
。

ひ
び
の 

こ
づ
え

「
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
）」

　

４
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
実
施
す

る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
事
前
に
、

麦
わ
ら
帽
子
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
鷺
の
帽
子
を
作
っ
て
も
ら
う

ほ
か
、
大
型
の
鷺
バ
ル
ー
ン
の
登

場
も
検
討
し
て

い
る
。

矢
内
原 

充
志

「
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」

　

イ
ベ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
や
す
い

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
は
な

く
、
長
い
歴
史
を
持
つ
道
後
ら
し

さ
と
、
男
女
や
世
代
と
い
っ
た
境

界
を
超
え
る
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
「
最
古
に
し
て
最
先
端
」
を

表
現
で
き
る
新

し
い
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
作
り
上

げ
る
。

真
鍋 

大
度（
ラ
イ
ゾ
マ
テ
ィ
ク
ス
）

「
本
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

光
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
最
先

端
技
術
を
使
っ
た
ア
ー
ト
を
応
用

し
、
道
後
温
泉
本
館
を
照
ら
す
よ

う
な
こ
と
を
試
み
た
い
。
道
後
で

は
周
辺
を
歩
く
観
光
客
た
ち
の
動

き
を
解
析
し
た
も
の
を
投
影
す
る

こ
と
を
検
討
中
。

　

道
後
温
泉
・
伊
佐
庭
如
矢
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
化
は
、
道
後
の
住
民

や
野
志
市
長
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

へ
働
き
掛
け
続
け
た
こ
と
で
実
現

し
ま
し
た
。

　

記
者
発
表
で
野
志
市
長
は「
来

年
度
は
道
後
温
泉
本
館
改
築
１
２

０
周
年
と
松
山
の
観
光
に
と
っ
て

重
要
な
年
。『
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト

２
０
１
４
』
と
合
わ
せ
て
、
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
脚
本
・
演

出
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
正
岡
子

規
」
な
ど
を
手
掛
け
た
坊
っ
ち
ゃ

ん
劇
場
名
誉
館
長
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

三
木
さ
ん
が
行
い
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
開
演

予
定
で
す
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

「
伊
佐
庭
如
矢
」が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

ミュージカルへの期待を
語る野志市長

ミュージカルへの期待を
語る野志市長

　
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１

４
」の
一
環
で「
湯
玉
」を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
10

月
10
日
、子
規
記
念
博
物
館
で
発

表
さ
れ
、そ
の
公
開
制
作
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１

４
」
の
参
加
作
家
で
あ
る
信
耕
ミ
ミ

さ
ん
の
指
導
で
、
道
後
商
店
街
と

手
作
り
雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
が
協
働
し
て
制
作
。

粘
土
で
作
ら
れ
た
「
ゆ
だ
ま
ん
」

は
道
後
商
店
街
の
店
主
ら
の
個
性

が
反
映
さ
れ
、
そ
の
姿
は
十
人
十

色
。
公
開
制
作
で
は
道
後
商
店
街

の
店
主
ら
に
よ
る
色
付
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
約
50
体
の
「
ゆ
だ
ま

ん
」
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に

使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
１
体
を
選
挙

で
選
び
出
し
着
ぐ
る
み
化
す
る
な

ど
、
道
後
の
新
名
物
と
し
て
活
躍

す
る
予
定
で
す
。

「
ゆ
だ
ま
ん
」
誕
生

姿・形ともに個性豊かな「ゆだまん」姿・形ともに個性豊かな「ゆだまん」

一つずつ丁寧に
色付けを行う
一つずつ丁寧に
色付けを行う

レ
ー
ベ
ル

ス
ロ
ー

道
後
温
泉
に
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
948
６
６
３
４
・

5
934
１
２
８
７
へ

　「道後オンセナート2014」のキックオフとなる「う
ぶ湯SYMPOSIUM」が10月10日、子規記念博物館
で開催され、アートで彩る道後について参加アーティ
ストからさまざまなアイデアが語られました。その一部
をご紹介します。（敬称略）

シ ン ポ ジ ウ ム

ス
ロ
ー
　
　フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ラ
イ
ブ
ボ
ー
ン

さ
ぎ

い   

さ  

に
わ 

ゆ
き 

や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

道
後
全
体
で
積
極
的
に
作
り
上
げ
る

　

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
道
後
温
泉

本
館
１
２
０
周
年
を
盛
り
上
げ
る
と
聞
き
、
私
た
ち
も
何
か
力
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
今
、
道
後
に
あ
る
も
の
で
住
民
が
参
加

し
て
一
緒
に
ア
ー
ト
を
作
り
上
げ
る
作
業
は
と
て
も
興
味
深
く
、
こ
れ

か
ら
先
に
も
生
か
し
て
い
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」

に
地
元
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
参

加
す
る
こ
と
で
訪
れ
る
人
も
喜
ん

で
く
れ
る
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

黒川  あゆみさん
（道後湯之町）
黒川  あゆみさん
（道後湯之町）
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